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(1) New Electropositive Filter for Concentrating Enteroviruses and Noroviruses from 

Large Volumes of Water 

Karim, M. R., Rhodes, E. R, Brinkman, N, Wymer, L. and Fout, G. S. 

Applied and Environmental Microbiology, 75, 2393-2399 (2009) 

Reviewed by T. Kobayashi 

 

 胃腸炎や麻痺などの症状を引き起こす腸内ウイルスは，環境中では極わずかでしか存在しな

い。正確にウイルスを検出するためには，多量の環境水中からウイルスを濃縮しなければならな

い。多くのウイルス濃縮法が確立されているなかで，陽電荷膜法は最も使われる方法である。飲

み水と淡水において，1 MDS 陽電荷膜は最も広く使われている。しかしながら，この膜は pH の

調整が必要であり，コスト効率が悪い。そこで本研究は，ポリオウイルス，コクサッキーウイル

ス，エコーウイルス，ノロウイルスを対象として，直径 2µm のナノアルミナファイバーで構成さ

れている Nano Ceram 膜と 1 MDS 陽電荷膜を使用したウイルス濃縮効果の評価を行った。 

ウイルスを添加した蒸留水，水道水，および河川水を膜に通水し，その後に溶出した。溶出は

2 段階で行い，1 段階目はビーフエキスとの接触時間 1 分間とし，2 段階目のビーフエキスとの接

触時間を変化させた。水道水については pH と流量を変量とした。これらの結果を既往の研究と

比較した。10L と 100L の水道水と河川水を使用した場合について，Nano Ceram 膜と 1 MDS 陽電

荷膜によるポリオウイルスの回収率を評価した。ウイルスの回収率はプラーク法によって評価し

た。また，水道水と河川水中からのポリオウイルスとノロウイルスの回収率を RT-PCR で比較し

た。 

Nano Ceram 膜によるポリオウイルスの回収率は，2 段階目の接触時間が 15 分間の条件で 77%

と最も高い値を示し，既往の研究と比較しても高かった。Nano Ceram 膜を用いて 100L の水道水

を濃縮した場合には，ポリオウイルス，コクサッキーウイルス，およびエコーウイルスの回収率

は，それぞれ 54，27，および 32%であり，既往の研究よりも高い値であった。Nano Ceram 膜と 1 

MDS 陽電荷膜について pH と流量に関して比較したが，有意差は認められなかった。Nano Ceram

膜と 1 MDS 陽電荷膜によるポリオウイルスの回収率は 10L の場合，水道水・河川水ともに 1 MDS

陽電荷膜よりも Nano Ceram 膜が高かった。Nano Ceram 膜によるノロウイルスの回収率は，水道

水で 3.6±0.6%(n=3)，河川水で 12.2±16.3%(n=3)であり，1 MDS 陽電荷膜を用いた回収率(水道水：

1.2±1.4% n=3，河川水：0.4±1.8% n=3)よりも高かった。 



 
 

 

(2) δ13C and δ15N indicators of fish and shrimp community diet and trophic 

structure in a mangrove ecosystem in Thailand 

Thimdee, W., Deein, G., Nakayama, N., Suzuki, Y. and Matsunaga, K. 

Wetlands Ecology and Management. 16, 463-470 (2008). 
Reviewed by S. Kurosawatsu 

 

マングローブは，沿岸や沖合における漁場の生産性を支える重要な役割を果たしている。近年，

マングローブにおける食物網の研究に，安定同位体が用いられている。安定同位体分析は，有機

物の起源や取り入れた栄養分の変換を検討することが可能であり，食物網の中の栄養分に関する

研究において，その地域の生態系を解明する上で有用な方法の一つである。特にδ15Nに関する研

究は，食物網の中における栄養塩の関係を明らかにすることが可能である。しかしながら，漁業

の重要なエリアとなっているタイのラノンのマングローブでは，安定同位体分析による食物網の

研究は，行われていない。そこで本研究は，ラノンのマングローブ地帯であるクローンンガオと，

その下流における沖合に棲息する生産者と消費者について，安定同位体分析を用いて，主要な炭

素源を特定した。また，培養実験によって植物プランクトンに対するマングローブの堆積物の役

割を明らかにした。さらに，安定同位体分析の結果を用いて，マングローブ生態系における食物

網を，栄養段階からグループ分けした。 

消費者であるエビや魚のδ15N値は，マングローブの堆積物のδ15N値に対して，3~10‰高くなっ

た。これは，消費者がマングローブの堆積物を餌としていることを示しており，マングローブを

炭素源としていることが明らかとなった。また，既往の研究で，マングローブの影響が少ない沖

合において，主要な炭素源とされる植物プランクトンの生産力は，堆積物の沿岸への流出とスコ

ールに伴う高濁度による光の遮断によって，低いと推定された。また，マングローブの堆積物を

添加する植物プランクトン培養試験では，堆積物の添加量を増加させるに伴ってプランクトンも

増加した。これは，植物プランクトンもラノン地方における炭素源である可能性を示したととも

に，マングローブが最も重要な生産者であることが示唆された。さらに，クローンンガオの食物

網には，同一の栄養段階にあるグループが 4 段階あることが示され，ラノンにおける食物網が安

定同位体を用いて表すことが可能であった。 

 

 

 



 
 

 

（3）Rapid detection of enterococci in matine beach water by immunomagnetic capture 

and bioluminescence and its comparison with conventional methods 

Lee, J. and Deininger, R. A. 

Journal of Environmental Health, 72, 8-13 (2010) 

Reviewed by T. Furukawa 

 

レクリエーションエリアにおけるふん便性細菌による水質の汚染は，人間の健康に対して極め

て危険なリスクとなる可能性がある。海水浴場では，そのような汚染状況を改善するために，定

期的に全大腸菌群，ふん便性大腸菌群，大腸菌，および腸球菌のモニタリングが実施されている。

しかしながら，モニタリングにおいて現在実施されているメンブランフィルター法などの従来法

では，細菌数の結果を得るために 1～2 日間を要する。したがって，海水浴場におけるタイムリー

な細菌数の把握ができないため，安全な水質基準に関する評価が困難である。本研究では，レク

リエーションエリアにおいて，免疫磁気キャプチャー・生物発光（IMS/ATP）法による腸球菌の

迅速かつ正確な検出方法の開発について試みた。IMS/ATP 法は，試料水中から抗体を塗布した免

疫磁気ビーズを用いて，選択的にターゲットとなる細菌を捕捉し，捕捉された細菌について発光

酵素/基質を用いた生物発光によって細菌数を定量するという方法である。 

沿岸水試料を用いて IMS/ATP 法とメンブランフィルター（MF）法によって腸球菌数を測定し

た結果，両方法による腸球菌数は極めて高い相関を示した（y = 1.009x + 1.329，R = 0.922）。IMS/ATP

法によって腸球菌は，試料の濃縮処理を除けば 30 分間で検出することができた。MF 法のような

従来法と比較して，極めて短時間で検出することができることがわかった。さらに，IMS/ATP 法

と従来法（MF 法と Enterolert 法）を用いて，カリフォルニアの海水浴場 8 地点における腸球菌の

実証調査を行った。8 地点中 4 地点の試料において，IMS/ATP 法と従来法との腸球菌数が近い値

を示した。また，7 地点の試料において IMS/ATP 法で測定した値の方が高くなったが，これは試

料水中に腸球菌以外の発光物質が存在していたためではないかと考えられる。以上の結果から，

試料の前処理法に関してさらなる研究が必要であるが，IMS/ATP 法によって沿岸水試料から腸球

菌を迅速かつ正確に検出できることが示唆された。 
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(1) Survival and growth of Pseudomonas aeruginosa in natural mineral water: a 5-year 

study 

Legnami, P., Leoni, E., Rapuano, S., Turin, D., and Valenti, C. 

International Journal of Food Microbiology 53, 153-158 (1999). 

Reviewed by S. Kajii 

 

 Pseudomonas 属の細菌は，環境中に広く分布しており，日和見細菌として深刻な感染の原因と

なっている。Pseudomonas 属である緑膿菌は，感染症を引き起こす細菌の 1 つである。この緑膿

菌の特徴は，少ない栄養素の環境でも増殖することができることである。また，様々な研究によ

って，最も注意深く取り扱われているミネラルウォーターでさえ，Pseudomonas 属のような低温

細菌や貧栄養型細菌を含むことが報告されている。したがって，飲料水として瓶につめられ，市

販されるミネラルウォーターの中の細菌は繁殖する可能性もある。市販される場合，特に感染し

やすい新生児や高齢者に危険をもたらしている。そこで本研究では，ミネラルウォーター工場よ

り単離された緑膿菌株を用いて，ミネラルウォーター中における緑膿菌の生存性と成長性を分析

した。 

 ミネラルウォーターに緑膿菌（2 株）を接種させ観測したところ，緑膿菌の増殖が確認された。

最初の 2 日間で急激な増殖を示し，その後，最大濃度になるまでゆっくりと成長し，1 週間後に

濃度は 5.4～5.6log に達した。そして，70～100 日まで静止期に入った。静止期の後の死滅期は，2

株のうち 1 株は早い段階で始まったが，もう 1 株は実験開始から 5 年後でも活発であった。また，

損傷菌の有無を確認するために培地での蘇生の比較を行い，試験期間中に緑膿菌の増殖が阻害さ

れているかを検討した。Cetrimide Agar 単体を使用した場合ならびに，Tryptone Soya Agar と

Cetrimide Agar の組み合わせを使用した場合を比較した結果，緑膿菌の増殖が何らかの要因により

阻害されていることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

(2) Molecular confirmation of Enterococcus faecalis and E. faecium from climical,faecal 

and environmental sources 

V.J.Harwood，N.C.Delahoya，R.M.Ulrich，M.F.Kramer，J.E.Whitlock，J.R.Garey and D.V.Lim 

Letters in Applied Microbiology 38 476-482 (2004). 

Reviewed by N.Kanda 

 

USEPA は，腸球菌を淡水と海水域の指標細菌としている。特に，菌数の増加は動物と人間が汚

染源となる糞便汚染が発生したことを表している。環境中の腸球菌は，下水，動物の糞尿や植物，

土壌からの懸濁物といった多くの起源がある。そのため，腸球菌の種すべてを対象とするよりも

人間の健康被害に関連する菌種のみに注目することが望ましい。なかでも Enterococcus  faecalis

と E .faecium は人間の糞便や下水中で優位な菌種である。そこで，本研究では E .faecalis，E .faecium

を単離・同定するための方法として PCR をベースとした方法の有用性を調査するため，生化学試

験法との結果を比較検討した。生化学試験法と PCR 試験による結果の食い違いは 16S rRNA 系統

解析を行い，単離株の遺伝子から菌種を決定した。 

試料は人間，犬，カモメ，牛の糞便，下水，淡水域および海水域から mEI agar を使用し，139 株

を単離した。腸球菌と推定される単離株は腸球菌の特徴であるカタラーゼン陰性，エスクリン陽

性，6.5%NaCl，pH9.5，45℃で増殖するか確認試験を行い，そのうち 128 株を腸球菌と判断した。

まず，128 株を生化学試験法として API 20 Strep を行った。陽性率が 80%以上の株を同定とした。

その結果，42.2% (54 株)が E .faecalis，19.5% (27 株)が E .faecium 陽性を示した。また，E.faecium

に関して陽性率が 80%未満を示したものが 22 株あった。次に 128 株について PCR 試験を行った。

その結果，E .faecalis に関して生化学試験法の結果と一致した。しかしながら，E .faecium は 7 株

だけが陽性を示した。また生化学試験法でE .faeciumの陽性率が 80%未満であった株に関して PCR

試験を行うと 14 株中 11 株が陽性であった。E .faecium に関して，生化学試験法と PCR による同

定試験結果に食い違いが生じたため，14 株を選択し 16S rRNA 系統解析を行った。その結果 13 株

が E .faecium の単系統群であった。14 株中 11 株が PCR 試験によって陽性を示したものだった。

生化学試験法で陽性であった株が 6 株あったものの，7 株が陽性率を満足しない株であった。以

上の結果から，PCR 試験法は E .faecalis について迅速かつ正確に同定する手段として有効である

ことがわかった。 
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(1) 感染症の分子疫学‐パルスフィールドゲル電気泳動法による病原細菌の型別‐ 
一山 智 
日本細菌学雑誌 55(1), 21-27, 2000. 

レビュー：林 みゆき 

 

 新たな病原微生物の登場，高齢者や慢性疾患患者の増加，薬剤耐性菌による院内感染症の問題

など，感染症を取り巻く環境は変貌している。感染症の疫学は，感染症の存在，流行形式，感染

経路，病原体保菌者の存在などを調査し，疾病の予防に貢献することを目的とする。そして分子

疫学と呼ばれる遺伝型に基づく疫学的解析は，病原微生物の遺伝情報を解析することで，菌種の

同定，菌株の識別を行い，菌の遺伝型と病態との関係を理解することが可能である。本研究では，

パルスフィールドゲル電気泳動法（PFGE）によるゲノム DNA の制限酵素切断パターンを中心に，

これまで行った感染症の臨床疫学的アプローチについて述べる。 

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（Methicillin-resistant Staphylococcus aureus: MRSA）の院内感染

の感染経路の解析は，細菌の表現型によって行われてきた。これは詳細な菌株型別ができないな

どの欠点があり，PFGE による DNA 型別はこのような欠点を補うものである。そこで，1990 年，

名古屋大学病院で起きた MRSA 院内感染の集団発生の疫学的解析に PFGE 法を応用した。2～9 月

に 18 名の MRSA 感染症患者の発生があり，うち 17 名が手術後感染であった。それぞれの患者か

ら分離された MRSA を PFGE によって型別したところ，9 種類のタイプに分類された。そのうち

の 4 種類のタイプの MRSA が，ICU および外科系 4 病棟に入院していた 13 名の患者から分離さ

れた。そして 13 名の入院場所，MRSA の DNA 型などから，それぞれの病棟で複数の患者に特定

の MRSA が感染していることがわかった。また Mycobacterium kansasii については，中国地方で検

出された 15 株が岡山県の工場に勤務する 11 名より分離されたことから，工場内の埃や工業用水

などから勤労者に感染した可能性が示唆された。PFGE による制限酵素切断パターンは，MRSA

や M.kansasii だけではなく，ほとんどすべての病原細菌，抗酸菌，および真菌に適応することが

できる。 

  



 

 

 

 

(2)プール水を介したクリプトスポリジウム症集団発生事例 

   高木 正明，鳥海 宏，遠藤 卓郎，山本 徳栄，黒木 俊郎 

   感染症学雑誌 82(1)：14～19 (2008)． 

レビュー：瀧田 敏之 

 

クリプトスポリジウム症は，クリプトスポリジウム（Cryptosporidium spp．）のオーシストを経

口摂取することで感染する下痢症の一つである。特に，感染形であるオーシストは，塩素等の化

学薬品による消毒に対し強い抵抗生を示すことが知られている。したがって，水系を介した集団

感染が発生しやすく，欧米では水泳プールなどのリクリエーション水を介した発生事例が多く，

問題となっている。しかしながら，我が国では発生事例の報告がない。そこで本研究では，平成

16 年 8 月下旬に長野県北信地方で起きた水系クリプトスポリジウムの集団感染が確認された事例

を報告する。今回発生原因の究明のため，聞き取り調査と微生物学的検査（顕微鏡検査，遺伝子

解析）を行った。 

聞き取り調査の結果，同時期の宿泊施設の利用客は 12 グループ，592 名で，そのうち 4 グルー

プ（A スポーツ 222 名，C 大 25 名，D 大 32 名，E 高 9 名）で 288 名の発症者が確認された。こ

れら発症グループはプール（Ａスポーツ），体育館（Ｃ大，Ｄ大，Ｅ高）を利用しており，プール

や体育館の利用中に暴露した可能性が高いことがわかった。そこで，プールと体育館の微生物学

的検査を行った。プールにおいて，クリプトスポリジウムが検出された。また，体育館では，プ

ールを利用した A スポーツの 1 名が体育館の便所前で下痢便を失禁し，その清掃の際に，手洗い

場の流しを使用していた。その体育館において便所前の糞便汚染部位の床材や清掃の際に用いた

タオルを検査したところ，クリプトスポリジウムが検出された。体育館のみの利用で感染者が発

生した C 大，D 大，および E 高の利用者は，糞便汚染個所の周辺を利用し，感染が拡大したと強

く示唆される。さらに，PCR を用いたクリプトスポリジウムの遺伝子解析の結果，当該事例では

体育館利用者，プール利用者，および糞便汚染場所から検出したクリプトスポリジウムは，遺伝

子型が一致しており，単一の汚染源であることが強く示唆された。 

 

 

 

 



 

 

 

 

(3)スラグと腐植物質による磯焼け回復技術に関する研究 
山本 光夫，濱砂 信之，福嶋 正巳，沖田 信介，堀家 茂一，木曽 英滋，渋谷 正

信，定方 正毅 
環境技術 85, 971-978 (2006). 

レビュー：濱崎 祥大 

 

 現在，日本及び世界各地において磯焼けが発生し，漁業に深刻な影響を与えている。磯焼けが

発生する原因としては様々挙げられるが，主なものとして海水温の上昇や，ウニの食圧によるも

のが挙げられる。しかしながら，北海道の日本海側においては，磯焼け海域の鉄濃度が極端に低

くなっており，鉄濃度が磯焼けの原因の一つとして寄与している可能性がある。海水中では，溶

出した鉄(Ⅱ)は，海水中の溶存酸素の影響などで速やかに酸化され，鉄(Ⅲ)へと変化して水酸化物

コロイドなどとして沈殿することが考えられるため，溶存鉄(Ⅱ)の増加が課題である。そこで本研

究では，製鋼スラグからの鉄の溶出特性を調べるために，鉄の溶出実験を行った。また，腐植物

質の供給源としての堆肥試料の調整を行い，フルボ酸鉄の生成確認実験を行った。これらをもと

に，実際の磯焼け海域においてフルボ酸鉄を供給することにより，海藻生育，そして磯焼け回復

が可能であるかどうかを確認する大規模な実地試験を北海道増毛町にある舎熊海岸において行っ

た。 

 製鋼スラグは初期溶出速度が 2.5×10‐7(g/g‐slug・day)となっており，製鋼安定化スラグに比

べて 5 倍程度溶出速度が速い。しかしながら，15 日を過ぎたあたりから，製鋼スラグと製鋼安定

化スラグの溶出速度は同程度となっており，90 日が経過した後も一定して鉄の溶出が確認されて

いることから，製鋼スラグ，製鋼安定化スラグともに磯焼け海域における鉄の供給源と成り得る

可能性が高いことが示された。また，堆肥試料 3.5gから 0.1MNaOH水溶液 250mlでHSを抽出し，

その全有機炭素量(TOC)を分析した結果，HS分画中には 734mg/l，その中でFAに相当するTOC

は 216mg/lと測定され，TOC測定からFAの存在を確認することができた。さらに，木材チップ由

来の堆肥と製鋼スラグの組み合わせにより，磯焼け回復のためのフルボ酸鉄を供給できる可能性

が高いことが示された。これらの結果をもとに行った実地試験では，ユニット設置地点から 25m

離れた地点においてコンブが繁茂していることが確認され，また 50mの地点でも海藻が生長して

いることが確認された。 
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（１）ダム排砂時のアユのエラに認められた粘土鉱物 
岡崎 和江，白木 康一，松島 唯志，今西 弘樹 野村 正純，森井 一誠 
脇本 理恵 
粘土科学，46（1）40-45(2007) 

レビュー：川野 翔 

 

富山県黒部川に設置されている出し平ダムにおいて，湖底堆積物の排砂および通砂が 1991 年

（平成 3 年）から毎年行われている。そして，排砂や通砂によって引き起こされる河川の濁水化

は，アユの生態系に影響を及ぼすため問題となっている。例えば，2005 年の排砂では，約 1500

万円を投じた放流アユの 99.9％のアユが死亡した。黒部川ダム排砂評価委員会は，ダムの出水後

では，アユの採捕尾数が減少し，さらに大きな出水直後では石の表面の珪藻類が剥離され，アユ

の胃充満度が低下するということを報告している。しかしながら，出し平ダムの堆積土砂を使っ

た試験は行っていないうえ，SS 濃度に対するアユの直接的影響については不明である。そのため，

本研究では，2006 年 7 月 2 日の排砂時に採取した濁水の懸濁物質と黒部川で行われたアユの濁水

に対する耐性実験結果に焦点をしぼり，死んだアユのエラおよび胃腸の内容物を観察・分析し，

ダム堆積物と比較した。 

黒部川にかかる JR 鉄橋上流の右岸と左岸において，それぞれ 50 尾のアユを塩化ビニールの網

を張った三重構造の鉄格子コンテナーに入れ，アユの耐性実験を行った。生態の異なる魚種と比

較するために，それぞれのコンテナーの中にヤマメ 15 尾，イワナ 25 尾も入れた。その結果，ア

ユとイワナはそれぞれ 100 尾と 1 尾が死亡した。ヤマメはすべての固体が生存した。電子顕微鏡

観察によって，死亡したアユのエラに微細な粘土粒子や石英や長石類の鉱物粒子が詰まっている

ことが明らかとなった。このことから，アユはダムの排砂による泥水には非常に弱いことがわか

った。また，死んだアユを解剖し，X 線粉末回析および走査型電子顕微鏡観察を使いアユのエラ

および胃腸の内容物，堆積物を比較した結果，類似した分析結果を示したため，この 3 者が同一

のものであることが示唆された。 



 

 
 

 

(2)漁港で利用される海水の細菌学的調査 
横山 純，笠井 久会，森 里美，林 浩志，吉水 守 
日本水産学会誌 76(1),62-67 （2010）. 

レビュー：甲斐 竜輔 

 

 日本では魚介類を加熱処理しないで食する食習慣があり，鮮度管理はもちろん，生鮮物の微生

物繁殖防止についても注意を十分に払う必要がある。しかしながら，水産物について，漁獲から

加工に至るまでの過程での衛生管理への取り組みはいまだ体系化されず，生産地が独自に基準を

定め取り組んでいるのが実情である。そこで，本研究では漁獲から加工に至るまでの過程を担う

漁港での作業について，その環境の細菌学的実態を把握することを目的として，全国の漁港の中

から，北海道の羅臼漁港と標津漁港，本州の静岡県由比漁港，九州の福岡県博多漁港を選定して

調査を行った。調査にあたっては，漁港での細菌類の増殖および混入の可能性が高い，海水温の

高くなる 8 月から 10 月を対象期間とした。また，水温帯の違いや海域特性を考慮するため，北海

道，本州，九州から各調査対象地を選定し，漁港内海水および作業場環境としての岸壁や荷捌所

内の細菌数を調査した。 

 各漁港の水質は，水温が地点ごとに 14.5℃から 28.5℃と大きく異なった。しかしながら，溶存

酸素量は各漁港において港口部で高く，港奥で低くなる傾向がみられた。これに対して，各漁港

のT-Nは港口部で低く，港内では高かった。pHは 7.8～8.5，塩分濃度は 2.5～4.0%の範囲であった。

漁港内の海水の生菌数は，海水平板培地ではいずれの漁港も，海水 1mLあたり 10２～10５CFUの値

を示し，また港口と港奥部を比較すると，港奥部の方が高い値を示すなど，地域差は見られなか

った。大腸菌については，羅臼漁港の 10 月期を除いて，いずれの漁港内海水からも 3~330MPN/mL

検出された。大腸菌は，通常の海水中での増殖能は高くないと推察されるが，海水中での大腸菌

の挙動は今後詳細に検討する必要がある。Vibrio parahaemolyticus菌数は，由比漁港と博多漁港の

港内海水からのみ測定された。博多漁港では，海水温で 27℃程度と同様の条件下にあった由比漁

港と比較してV. parahaemolyticus菌数が高く，240MPN/100mLの値を示した。さらに，SSとCOD値

は，各地点の港口の海水でも水産用水基準値を上回る結果となった。SSとCOD値については，衛

生面で直接危害が生じるものではないが，食品としての水産物を扱う海水の水質として，海水の

水質基準を再整理する必要があると考えられる。 

 



 

 
 

 

(3) 扇状地河川における出水時の硝酸イオン流出～水の酸素安定同位体比を用いた

検討～ 
中村 高志，風間 ふたば 
水環境学会誌 33, 11-16 (2010). 

レビュー：福田 彩子 

 

 近年，閉鎖性海域の富栄養化の原因となる陸域からの窒素流出が問題となっている。森林流域

では人為起源の窒素酸化物降下量の増加に伴う窒素流出量の増加，扇状地や平野部を含む流域で

は都市の生活排水や農地に散布される肥料中の窒素の溶脱も指摘されている。さらに，降雨や融

雪に伴う出水時において，流域からの窒素流出量が一時的に増大することが知られている。現在

世界各国では，出水時の河川水についてその水の起源を推定する試みとしてハイドログラフ分離

法による研究が行われている。それらの推定から，出水時の河川水のほとんどが流域内の基底流

出によるという結論が大多数を占めている。基底流出とは，河川に流出する成分のうち，地下の

比較的深いところを通過した後に涌きだした水のことを示す。したがって，河川水への窒素負荷

において基底流出の影響は大きいと考えられる。しかしながら，現在のところ扇状地や平野部に

おける河川の出水時の基底流出に伴う窒素流出特性について調査した例は少ない。そこで本研究

では，甲府盆地東部に位置する扇状地河川である笛吹川流域において，水の酸素安定同位体比か

ら得られる水文過程に関する知見に基づき，短期降雨に伴い流量が増加した際に負荷する硝酸イ

オンの流出特性について検討した。 

 対象河川の出水時における流量の約 87％が降雨前の水で占められており，残りの約 13％が降雨

であった。したがって，出水時の河川水に占める降雨前の水の割合が極めて大きいことが示され

た。次に，河川水と集水域内の降雨のδ18O値の年変動パターンから，降雨前の水の起源は当該河

川における基底流出であると考えられた。以上の結果より，当該河川の出水時の河川水は基底流

出が占める割合が大きく，硝酸イオンの流出においても降雨起源の水による窒素負荷は比較的少

なく，基底流出の影響が大きいと考えられた。 
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 (1) Adsorption of rotavirus and bacteriophage MS2 using glass fiber coated with 

hematite nanoparticles 

Gutierrez, L., Li, X., Wang, J., Nangmenyi, G., Economy, J., Kuhlenschmidt, T. B., 

Kuhlenschmidt, M. S. and Nguyen, T. H 

Water Research, 43, 5198-5208 (2009) 

Reviewed by T. Kobayashi 

 

病原性腸内ウイルスは，人間の体内に入ると，下痢や麻痺などの症状を引き起こすものとして

知られている。ゼロ価の鉄や水酸化第二鉄でコーティングした砂を充填したカラムを用いること

によって，効率的にウイルスを除去することができることが報告されている。ヘマタイト（酸化

鉄（Ⅲ）の鉱物）ナノ粒子でコーティングしたガラスファイバーは，有害な消毒副産物を生成し

ないため，水処理の一つの装置として使うことが可能と考えられる。そこで本研究は，種類の異

なるバッチ試験および連続試験により，ヘマタイトナノ粒子でコーティングしたガラスファイバ

ーによる，ロタウイルスとバクテリオファージ MS2 の除去評価を検討した。 

1mMのNaCl溶液を用いたバッチ試験の結果，MS2 はヘマタイトナノ粒子の濃度が 0.043g/Lの場

合では，2.0logの除去率であった。ロタウイルスは粒子濃度が 0.26g/Lの場合，1.5logの除去率であ

った。一方，1mMのNaHCO3溶液では，ヘマタイトナノ粒子の濃度をMS2 で 0.43 g/L，ロタウイル

スで 0.650 g/Lまで増加させることにより，ウイルスを除去することが可能であった。このことか

ら，ヘマタイトナノ粒子は競合物と吸着しやすいことが示唆された。1mMのNaCl溶液を用いた連

続実験の結果，MS2 はヘマタイトナノ粒子の濃度が 0.060g/Lの場合，4.0logの除去率であった。有

機物を含む帯水層地下水と人口地下水を用いた連続実験の場合，ロタウイルスの除去率は 4.0log

であった。透過型電子顕微鏡の画像から，MS2 はヘマタイトナノ粒子表面に吸着されていること

が確認されたが，ロタウイルスの吸着は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

(2)Contribution of treated wastewater to the contamination of recreational river areas 

with Cryptosporidium spp. and Giardia duodenalis 

Castro-Hermida, J. A., Garcia-Presedo, I., Almeida, A., 

Gonzalez-Warleta, M., Manuel, J. C. D. C., and Mezo, M.  

Water Research, 42, 3528-3538 (2008)． 

Reviewed by A. Hiramatsu 

 

Cryptosporidium spp. と Giardia duodenalis は，世界中の人々や動物に下痢を引き起こす原生動物

類であり，原生動物類による水系感染症の主な原因である。感染宿主は，ふん便とともに大量の

Cryptosporidium spp. oocysts と G. duodenalis cysts を排出し，環境汚染が広がっていく。さらに，

Cryptosporidium spp. oocysts と G. duodenalis cysts は，通常の水処理プラントでは処理されにくく，

処理プロセスを通り抜け，表層水（飲料水源，河川，レクレーション水域）へ混入する可能性が

ある。そこで本研究では，生活排水の処理プラントにおける，流入水と放流水に含まれる

Cryptosporidium spp. oocysts と G. duodenalis cysts の濃度の調査を行った。さらに，分子アッセイの

遺伝子学的手法によって種類と遺伝型を調べた。 

試料は，2007 年の春，夏，秋，および冬それぞれの期間で，排水処理プラントの流入水と放流

水を 12 のプラントから 25～50L 採取した。Cryptosporidium spp. oocysts と G. duodenalis cysts とも，

年間を通してすべての処理施設の流入水と放流水から検出された。12 の排水処理プラントの流入

水における Cryptosporidium spp. oocysts と G. duodenalis cysts の平均濃度は， 6～350 oocysts/L と 89

～8305 cysts/L の範囲であった。放流水中では，Cryptosporidium spp. oocysts は 2～390 oocysts/L，

G. duodenalis cysts は 79～2469 cysts/L の範囲であった。また，季節毎の結果では，すべての処理施

設で春と夏に高い値を示した。さらに，分子アッセイの遺伝子学的手法によって，Cryptosporidium 

parvum，Cryptosporidium andersoni，Cryptosporidium hominis の 3 種類と G. duodenalis の遺伝子配列

を調べ A-I，A-II，E の遺伝子型の存在が確認された。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

（3）Current and future trends in fecal source tracking and deployment in the Lake 

Taihu Region of China 

Hagedorn, C. and Xinqiang, L. 

Physics and Chemistry of the Earth, in press (2010) 

Reviewed by T. Furukawa 

 

ふん便汚染源追跡（Fecal Source Tracking, FST）の確立によって，広範囲におけるふん便汚染の

モニタリングが可能，リスクアセスメントモデルの構築，および汚染物質負荷を低減させるため

の適切な管理について，大きく寄与できる。現在，さまざまな手法が FST として用いられている

が，本論文では FST における手法および指標細菌・ウイルスに関する重要なレビューについてま

とめた。さまざまな手法よび指標細菌・ウイルスが FST の対象として研究されているが，研究者

によって，FST に関する研究を始める際は，調査対象エリアにおいてどの手法，どの指標細菌・

ウイルスを選定するかが非常に重要な問題となっている。FST の研究は発展途上の研究であり，

各種法のさらなる比較研究，感度・再現性・正確性に関するアセスメント，および標準法の確立

が求められる。 

今日の中国は，急激な経済成長，産業化，および都市化によって，水供給および水処理システ

ムの十分な整備が追い付かず，水環境汚染が進行している。多くの人々が安全な水の利用ができ

ておらず，水環境汚染に関連して，人口の 75%が発病し，そのうちの 10 万人近くが死亡する危険

性があると推測されている。中国の水環境は危機にひんしており，新たな水質管理システムの開

発（ふん便汚染源追跡も一例）し，早急な水源水質の改善が必要である。 

 


